






































peoplewill display auniform style of hair,makeup, clothes, andbehavior. Several factors are
thought to be behind the emergence ofMass-ProducedFashion, including an increase in the
numberofyoungpeopleattemptingtoconformtotheatmosphereinwhichtheyfindthemselves









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・大学で似たようなファッションを 3 人に 1 人
くらい見るようなファッション
・ユニクロやGUなどのファストファッション
・女子大生が花柄のワンピースを着ること
・巻き髪，茶髪，サマンサのバッグ，花柄スカ
ート，パンプス
といった具合に，かなり具体的に理解している
回答が多かった。
3-2-7．量産型ファッション台頭の理由
さらに，なぜ，量産型ファッションが台頭し
ていると考えますかと尋ねたところ，以下のよ
うな回答があった。
・各ブランドで売り出したい服がみんな似てい
るから
・似たような洋服ばかり服屋に並んでいるから
・大衆受けするファッションを企業が提供して
いるから
・雑誌やSNSがこういうファッションが男子・
女子ウケが良いと煽っているから
・現代のファッションが流行を追い求めすぎて
いるから
・人と違うということが悪とされている世の中
に変わってきたから，平凡を望んでいるから
・「みんな一緒」という安心感があるから
・みんな着てるから，おしゃれっぽくみえる，
誰もダサいといわない
・日本人の「周囲に合わせる」という性格が影
響を与えている
・日本人は集団意識が強く，同じアイテムを取
り入れることに安心感を覚えているのでは
・自分で考えるのが面倒
・低価格で手に入るから
・モテたい，他人から変な目で見られたくない
という考え方をする人が多いから
・SNSで流行したりして，みんなが私も着てみ
たいと思うようになるところから
・SNSの普及で多くの人が同じ情報を同時に見
るようになったから
・みんな着ていて，着ていないと孤立を感じる
んじゃないでしょうか？
・かわいい人に自己投影し，自分をなくしてい
るから
・個性を出すことに恥ずかしさを持っているの
ではないか
・個人のアイデンティティが服に表れないよう
になっている
・ファッションに本当に興味がある人が減った
から
・実際，かわいいから
これら，量産型ファッション台頭の理由の回
答を大きく 3 つに分類すると，自分で考えるの
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が面倒，みんなと一緒という安心感，個性を出
すことが恥ずかしいといった量産型ファッショ
ンを「受容する側」の問題と，どのブランドで
も同じような服を供給している，似た服が店頭
に並んでいる，メディアが異性ウケのよいファ
ッションを喧伝している，SNSの普及で同じ情
報を同時に見るからといった，量産型ファッシ
ョンを「供給する側」の問題と，現代のファッ
ションが流行を追い求めすぎている，日本は集
団意識が強く，周囲に合わせる傾向が高まって
いるといった，「現代社会」が孕む問題とに整
理できた。
こうした傾向は，ファッションで非常に顕著
な問題として浮き彫りにされているが，ファッ
ションに限らず，家電製品，ファストフードや
コンビニ等の食品，100円均一の雑貨など，枚
挙にいとまがないが，現在の消費をめぐる様々
な局面で見られるものである。
同調圧力の高まりと，横並び製品の蔓延化と，
同じような内容の言説が多量に排出されるメデ
ィア状況に曝されながらも，日々の装いを選択
している若者たちの姿を見ると，量産型ファッ
ションというユニフォームを身にまとうことで，
流行のあり方や消費のあり方を，その渦中にい
ながら，実は冷静に，逆説的に変えようとして
いるのではないかと推測される。
Ⅳ．結　　び
以上，本稿では，大量生産で作られる製品の
ように，みんなが似たようなファッションや髪
型，同じようなメイクなどをし，全員同じよう
に見える女性や男性のことを意味する量産型と
いうファッションに着目し，ストリートファッ
ションにおける具体的な検証と，量産型ファッ
ションを自らが着用したり，着用している現場
に近しい大学生に対するアンケート調査からそ
の実態を明らかにした。
今回は，量産型ファッションの台頭を，ファ
ストファッションが浸透した2008年頃と推定し，
そこから現在までの量産型ファッションについ
て，ストリートファッションの定点観測により
得られた量産型ファションの実態を紹介したが，
今後は，それ以前の時代についても，同様の視
点で分析を行い，流行の服を着ることの範囲や
規模の変遷，ペアルックや双子コーデ，カップ
ルコーデ，フェスやハロウィンなどのイベント
におけるコスプレなど，お揃いのファッション
を着ることの実態について，明らかにしていき
たい。
注
 1） daleのファッションブログ：
http://jeans.fashion-press.net/history/
chapter1.htm（2017.12.19閲覧）
 2） 共立女子大学・短期大学総合文化研究所紀要
「少女・ファッション・メディア」（2012）によ
るアンケート調査。
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量産型ファッションの実態調査を基にした若者のファッション意識
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